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浜
岡
中
学
校
に
つ
い
て

第
６
次
産
業
開
発
に
つ
い
て

若 杉 泰 彦

問

１
点
目
に
建
設
後
５０
年
を

経
過
し
、
床
・
壁
・
天
井
等
全
体

的
な
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

事
、
２
点
目
に
市
街
化
が
進
み

緑
豊
か
な
環
境
が
失
わ
れ
て
い

る
事
、
３
点
目
に
生
徒
の
個
性

を
重
視
し
た
教
育
方
法
に
教
室

の
広
さ
が
対
応
し
て
い
な
い
事
、

４
点
目
に
画
一
化
さ
れ
た
空
間

が
豊
か
で
健
や
か
な
人
間
形
成

を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
事
及
び

災
害
発
生
時
に
避
難
路
と
し
て

使
用
す
る
廊
下
、
階
段
等
の
狭

さ
が
心
配
で
あ
る
。
浜
岡
中
学

整
備
計
画
に
つ
い
て
市
長
の
構

想
は

答
　
建
て
替
え
の
時
期
に
来
て

い
ま
す
。
市
内
小
学
校
、
幼
稚

園
等
の
改
築
も
完
了
し
た
の

で
、
財
政
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
、
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

問

農
業
、漁
業
の
１
次
産
業
、

農
産
品
、魚
加
工
の
２
次
産
業
、

そ
れ
ら
の
販
売
を
担
う
３
次
産

業
を
掛
け
合
わ
せ
た
６
次
産
業

の
成
功
例
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
御
前
崎
市
で
も
取
り
組
む

考
え
は

答
　
今
後
は
農
業
の
時
代
が
来

る
事
が
考
え
ら
れ
、
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
取
り
組
み
方
に
つ

い
て
、
新
年
度
に
は
推
進
室
を

立
ち
上
げ
て
６
次
産
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

御
前
崎
市
の
緊
急
経
済
対
策
と

現
在
の
経
済
状
況
の
認
識
と

今
後
に
つ
い
て

後 藤 憲 志

③
６
つ
の
事
業
で
延
べ
２９
名
の

雇
用
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

④
８
月
末
現
在
、
２０
・
２１
年
度

分
と
合
わ
せ
て
４
３
５
件
の
申

請
・
融
資
総
額
３０
億
６
、５
５
２

万
円
と
な
り
、
利
子
補
給
額
は

合
わ
せ
て
８
０
０
万
円
、
保
証

料
給
付
額
は
１
、９
７
０
万
円
で

す
。

⑤
第
１
・
４
半
期
で
土

木
・
建
築
工
事
合
わ
せ
て
１４
件
、

２
億
２
、６
３
０
万
円
余
、
設
備

工
事
４
件
、
１０
億
８
、８
９
０
万

円
余
、
小
規
模
工
事
５４
件
、
２
、

１
０
０
万
円
余
を
早
期
発
注
し

ま
す
。
前
年
度
予
算
と
比
較
し

て
４
、
７
５
０
万
円
の
増
額
で

す
。

⑥
経
済
状
況
を
注
意
深

く
見
守
り
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
　
②
企
業
緊
急
安

定
支
援
事
業
に
つ
い
て
　
③
緊

急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て

④
利
子
補
給
金
事
業
・
信
用
保

証
料
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

⑤
公
共
工
事
早
期
前
倒
し
発
注

の
促
進
・
工
事
予
算
の
増
額
に

つ
い
て
　
⑥
現
在
の
経
済
状
況

の
認
識
と
今
後
の
対
策
の
考
え

方
に
つ
い
て

答
　
①
定
額
給
付
金
・
エ
コ
減

税
制
度
等
と
の
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
、
効
果
的
な
事
業
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

②
８
月
末

現
在
申
請
件
数
は
３５
企
業
１
１

２
件
で
、
対
象
人
数
は
延
べ
２

８
、４
２
７
人
、
支
援
総
額
は
約

２
、８
３
７
万
円
で
有
効
な
支
援

策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③

放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
地
層
処
分
場
の

必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て

大 澤 博 克

対
象
に
公
募
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
は
我
々
の
よ
う

な
原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体

だ
け
が
考
え
る
の
で
は
な
く
、

電
気
を
使
用
す
る
日
本
全
体
で

考
え
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
国
が
前
面
に
立
ち
、

ニ
ュ
ー
モ
、
そ
し
て
電
気
事
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
処
分
事
業

に
つ
い
て
国
民
に
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
事
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
処
分
施
設
設

置
の
可
能
性
に
つ
い
て
文
献
調

査
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
こ
の
件
に
関
し
て
特
別
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
現
時
点
で
の
答
弁
は
非
常

に
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

問

使
用
済
核
燃
料
は
再
処
理

し
よ
う
と
し
ま
い
と
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
が
発
生
ま
た
は

生
成
し
て
い
る
の
で
、
地
層
処

分
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
困
難
な
問
題
を
次
世
代
に
先

送
り
し
て
よ
い
の
か
、
自
分
の

所
で
生
成
し
た
廃
棄
物
を
不
必

要
な
物
と
の
理
由
で
他
所
に
処

分
を
求
め
て
よ
い
の
か
の
問
題

が
提
起
さ
れ
る
。
将
来
最
終
処

理
場
問
題
が
国
の
責
任
に
お
い

て
解
決
で
き
な
か
っ
た
時
の
た

め
に
、
現
在
ニ
ュ
ー
モ
で
公
募

し
て
い
る
文
献
調
査
に
応
募
す

る
考
え
は

答
　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

は
確
か
に
原
子
力
発
電
所
の
運

転
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
現
在
全
国
の
市
町
村
を

設
計
用
基
準
値
震
動
を
上
回
っ
た
原
因
に
つ
い
て

一
連
の
不
具
合
の
調
査
に
つ
い
て

安
全
協
定
の
事
前
了
解
事
項
に
つ
い
て

清 水 澄 夫

問

５
号
機
排
気
塔
か
ら
検
出

限
界
を
上
回
る
ヨ
ウ
素
１
３
１

が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
放
射

能
が
外
部
に
漏
れ
た
の
で
は

答
　
地
震
後
の
運
転
操
作
に
よ

っ
て
発
生
し
た
も
の
で
、
直
接

地
震
に
起
因
し
た
も
の
で
は
な

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問

運
転
再
開
に
つ
い
て
は
自

治
体
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
安
全
協
定
の
見

直
し
を
し
て
事
前
了
解
事
項
を

盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か

答
　
中
部
電
力
は
自
ら
が
策
定

し
た
設
備
の
特
別
な
保
全
計
画

問

５
号
機
で
原
子
炉
建
屋
１

階
の
設
計
用
最
強
地
震
４
８
４

ガ
ル
を
上
回
っ
た
の
は
な
ぜ
か

答
　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
地
震
動

に
な
っ
た
の
か
、
中
部
電
力
に

原
因
を
検
証
し
て
市
民
が
安
心

で
き
る
説
明
を
受
け
ま
す
。

問

地
震
で
の
一
連
の
不
具
合

の
調
査
は
、
保
安
院
だ
け
で
は

な
く
県
や
自
治
体
独
自
の
調
査

も
受
け
る
べ
き
で
は

答
　
専
門
的
な
知
識
が
な
い
地

方
自
治
体
の
調
査
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
全
て
国
で
認
可
・

監
督
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
等

を
行
っ
て
い
て
、
事
業
者
が
一

方
的
に
計
画
を
進
め
な
い
仕
組

み
で
あ
り
、
盛
り
込
む
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


